
平成18年定例第３回金沢市議会	

平成18年９月14日	

	

○６番（粟森	 慨君）かなざわ議員会の一員として

以下数点お伺いいたします。	

	 質問の第１は、本市の財政についてであります。	

	 本年６月20日、北海道夕張市が厳しい財政事情を

理由に総務省に財政再建団体の指定申請を行う考え

を明らかにしました。これまで自治体の手持ちの現

金が不足したときに金融機関から調達する一時借入

金で財政を守り続けてきましたが、黒字と報告され

ていた平成17年度決算の実質赤字は288億円、さら

に長期債などを含めた負債の総額は633億円にも上

り、実際には税収や地方交付税の指標となる標準財

政規模の10倍以上の負債があるとのことであります。

このような自治体の粉飾決算は非常に特異な事例で

ありますが、国民に地方で住むことは難しいのかも

しれないという不安を抱かせたのではないでしょう

か。そこでまず、この事件をお聞きになっての金沢

市長として、または全国市長会会長としてのお立場

からの御所見をお伺いいたします。	

	 ところで、総務省は本年度から新しい財政指標と

して実質公債費比率を導入しました。これは自治体

の標準財政規模に対する借金返済額の比率を示すも

ので、従来の起債制限比率には反映されなかった企

業会計などへの繰出金も含まれており、自治体の財

政実態をより正確に把握できる指標だと言われてお

ります。これを受けて、先月末に総務省から実質公

債費比率の速報値が発表されました。本市は16.1％

で地方債の発行に都道府県の許可が必要となる18％

以上には該当しておりません。これまで本市におい

ては平成15年度から中期財政計画を策定し、起債制

限比率が14％台にならないように常に５年後を見据

えながら財政の運営に努められ、さらには繰上償還

も積極的に進められてこられました。一般的に行政

の計画は一度策定すると、数年間は計画を見直さな

いものが多く、毎年検証し、一歩も二歩も先を見据

えながら自治体の運営を試みることは賞賛に値する

ものであります。	

	 実際、本市の平成16年における経常収支比率は

80.5％で、これは全国で人口20万人以上の105市の

中で上位第６位に位置し、弾力的な財政運営をされ

ていると見てとることができます。しかし、この数

字はあくまでも普通会計に対するもので、全会計に

ついてのものではありません。そこで、実質公債費

比率についても中期財政計画などで積極的に反映さ

せていくべきだと考えますが、御所見をお伺いいた

します。	

	 さて、竹中総務大臣の私的懇談会、地方分権21世

紀ビジョン懇談会で、人口と面積をベースに算定す

る新型交付税の議論が本格化してきております。こ

れまでのような五十数項目の経費を積み上げ、機構

条件などをも考慮する算定方式ではなく、客観的に

自治体自身が将来の交付税額を見通しやすくするこ

とが目的であるとされておりますが、結果として交

付税の削減手段に過ぎないものとも考えられます。

これらを見据えた上で、地方債の残高の削減も含め

た長期的な財政計画を描くことが金沢市の財政基盤

をより強化することにつながるものと考えますが、

市長の御所見をお伺いいたします。	

	 質問の第２は、人口拡大に向けての各施策につい

てであります。	

	 本年３月、平成18年度から10カ年を期間とする金

沢世界都市構想第２次基本計画が策定されましたが、

この新しい基本計画こそ５期目をにらんだ山出マニ

フェストと理解をしております。その意味から、計

画の３つの目標、10の重点プロジェクトとその推進

と達成に向けともに歩むことができれば幸いと思っ

ております。	

	 さて、人口減少時代と言われる昨今、都市の活力

の源は定住人口と交流人口を合わせた都市人口の確

保、拡大にあると考えます。その意味でもこの新し

い基本計画における平成27年の人口を現在より約１

万人多い46万5,000人に設定されたことは、金沢の

発展にかける山出市長の熱い思いと４期16年の実績

に基づくまちづくりへの情熱のあらわれであると理

解をしております。リーダーシップとはビジョンを

現実にする力であるという言葉がありますが、あえ

て高い目標を掲げ、難関に立ち向かっていかれる山

出市長に計画人口達成への勝算と意気込みについて

まずお聞きいたします。	

	 ところで、都市人口の指標には幾つかのとらえ方

がありますが、何といっても、その大きな柱は定住

人口であります。昨年10月の国勢調査で石川県並び

に金沢市とも戦後初めて人口が減少したというショ

ッキングな発表がありましたが、その一方で、中心

市街地の人口減少傾向に一定の歯どめがかかったと

の見方もありました。これは全国的にも例を見ない

まちなか住宅建築助成制度の創設を初め、さまざま

な定住促進の施策を積極的に進めてこられた成果で



	

あるとも言えます。加えて、過日報道されたまちな

か住宅建築奨励金の利用件数も昨年同期に比べ大幅

に増加しており、今後まちなかの定住が進むことに

大きな期待を寄せております。	

	 一方で、地方交付税の削減傾向など本市の財政も

ますます厳しくなることが想定され、これからの市

政はまさに選択と集中、高い成果と効果が求められ

ています。そこで、人口拡大という最重点目標を達

成させるには、これまでの定住政策、すなわち戸建

て住宅などへの新築に対する奨励金交付のみならず、

定住にかかわるきめ細かな対策を重層的に講じ、さ

らに効果を高めていく必要があると考えます。	

	 先般、国においても新しい住宅基本法の中でこれ

からの住宅政策として住宅を１世代で使い切るので

はなく、世代を超えて利活用させ、将来は次世代に

引き継ぐことのできる住宅ストックを形成すること

を打ち出しております。加えて、最近の住宅市場に

よると、団塊の世代のリフォームは建てかえ需要よ

りも大きいと報じられており、既存の住宅の修繕、

補強、利活用を促進させることは人口流出防止策に

もなり、定住促進の実効性を高めることにつながる

と考えます。既に本市では昭和20年以前に建築され

たまちなかの木造住宅に対し、まちなみ保存と定住

促進とを組み合わせたまちなか住宅リフレッシュ支

援事業を設け、外観や構造、内部、水回りの改修に

上限が100万円の補助制度を設定されていますが、

耐震補強の工事などをすればまだまだ住める住宅が

敷地が狭いなどの理由で無残にも解体され、建てか

えられることなく駐車場化していく実態を目にして

います。そこで、この制度をさらに発展、拡充させ、

かつ減債社会の実現に向けある程度年数がたった既

存住宅の耐震補強工事と住宅用火災警報器の設置等

をあわせて施工する住宅のリフォームに対して、新

築並みとはいかないまでも支援や助成制度を設け、

本市のまちなか定住促進策のもう１つの柱につけ加

えることができないかお伺いいたします。	

	 次に、もう１つの指標である交流人口拡大策のう

ち、特に観光戦略について幾つかお尋ねいたします。	

	 山出市長は、これまでの議会答弁などで常々美し

いいいまちをつくることが基本、その結果として大

勢のお客様に金沢を訪れていただき、観光振興につ

ながればよいとの思いを一貫して述べてこられまし

た。そこで、５期目へのチャレンジを表明された今、

改めて市長に本市の観光戦略についての基本理念を

お聞きしたいと思います。	

	 さて、北陸新幹線金沢開業時に玄関口の金沢駅に

は年間約1,000万人の乗降客数があると見込まれ、

さらには金沢国税局が発表した北陸の路線価格でも

金沢駅前、富山駅前とも下げどまっており、北陸新

幹線の開業を見据えた先行投資が早くも活発化して

きました。本市としても新幹線効果を最大限に発揮

し、首都圏はもとより沿線自治体から多くのお客様

を呼び込む逆ストロー現象の実現こそが都市間競争

に打ち勝つ道だと考えますが、勝負事はすべからく

先手必勝であります。他に先駆けて金沢の多様な魅

力を内外にアピールし、その手立てを早急に講じる

ことが何よりも重要であり、そして、その核となる

ものがまさに実効性のある観光戦略であります。	

	 幸いにも本市は昨年、いち早く今後10年間の観光

戦略のバイブルとも言える金沢市観光戦略プランを

策定し、北陸新幹線開業に向けて進むべき戦略の道

筋を示されました。素早い対応とは言えますが、一

方で、どんなによいプランを策定しても絵にかいた

もちになっては意味がありません。そこで、先々月、

実働部隊となる金沢市観光戦略推進会議を立ち上げ、

具体策の協議に着手されましたが、この金沢市観光

戦略推進会議の設置目的及び果たすべき役割、さら

に今後の具体的スケジュールについてお聞かせくだ

さい。また、プランの具体策を順次実施していくに

当たり、できるものについては今年度中にも早速実

施に移し、次から次へと目に見える形で市民に示し

ていくことが重要ではないでしょうか。そのことが

全体の盛り上がりにもつながると考えるだけに、今

年度中に実施される具体策にはどのようなものがあ

るのかあわせてお伺いいたします。	

	 さて、本市の観光振興に関しては、歴史伝統や文

化といった定番の魅力に加えて、何らかの新しい感

動がなければ特に若年層を中心としたリピーターの

獲得は難しいと思っております。金沢21世紀美術館

はもちろんその１つですが、新規投資がなかなか見

込めない中にあって、音楽や演劇、スポーツなどソ

フトの面での新たな発信を通じた交流人口拡大策を

ぜひこの観光戦略推進会議の中で議論していただき

たいと思いますが、お考えをお聞きいたします。	

	 この問題の最後は、生活圏人口の拡大についてで

あります。	

	 本年の６月議会において懸案の合併が成就できな

かった責任について問われた市長は、私の不徳のい

たすところと答弁されました。しかし、合併とは市

長だけではなし遂げられるものではなく、議会も一



体となって取り組まなければ解決し得ない高次な政

治課題であります。市議会としてもこの結果を謙虚

に受けとめ、今後とも圏域交流拡大に向けた地道な

努力を傾注することを山出市長と同じ方向に向けて

努力をしてきた立場としてまず明確にしておきたい

と思います。	

	 さて、本年10月10日にはいよいよ金沢ナンバーが

導入されます。まことに御同慶に耐えません。しか

も、マナーリングを活用したマナー向上運動への取

り組みを初め、その盛り上がりはほかの導入地域を

圧倒し、国からも高く評価されていると聞いており

ます。こうした一つ一つの具体的事例を成功に導い

ていくことで金沢ブランドの価値が高まり、金沢生

活圏の一体感が醸成され、その結果、生活圏人口が

拡大するものだと思っております。そこで、金沢ナ

ンバーに続く広域の取り組みで、現在具体的に取り

組んでいるその他の事業はあるのでしょうか。その

内容と進捗についてお伺いいたします。	

	 ところで、新基本計画においては、金沢の生活圏

として白山市、河北市、川北町、野々市町、津幡町、

内灘町の２市４町を対象市町ととらえ、合わせると

現在約71万人の生活圏人口を有しておりますが、残

念なことに人口は依然として周辺市町に拡散する傾

向にあります。しかし、山川環状道路が完成し、海

側環状道路も順次整備され、利便性が拡大していく

ことを考えると、圏域交流はさらに重要性を増して

くると予測されます。生活圏人口対象市町のみなら

ず、隣県の南砺市や高岡市などもあわせた圏域交流

の今後のあるべき姿について市長の御所見をお伺い

いたします。	

	 さらに、新基本計画については圏域交流の推進と

ともに、学術文化政令指定都市への移行も大きな目

標とされております。本市には高等教育機関の集積

に加えて、ここに来てものづくり産業の集積も急速

に進み、この地の拠点性はまさに日本海側随一、実

質的には他の政令指定都市と肩を並べるレベルに達

していると確信しております。そこで、政令都市金

沢への移行にかける山出市長の確たる思い、信念を

お伺いいたします。	

	 質問の第３は、障害者用駐車場についてでありま

す。	

	 平成６年、国は高齢者や障害者の自立と社会参加

を促進するためにハートビル法を制定されました。

この法律はデパート、スーパーマーケット、ホテル

など不特定多数の方が利用する公共的な建築物を建

築するものに対し、高齢者や障害者の方々が円滑に

建築物を利用できる措置を講ずることを努力義務と

して課すものであります。このことを実現するため

に建物の出入り口、廊下、階段、トイレなどについ

てだれもが利用しやすいように基準を設けて指導を

行っております。とりわけ駐車場に関する項目では、

2,000平米以上の特別特定建築物の新築、改築、増

築、用途変更をする際に身体の不自由な方々のため

の駐車スペース、いわゆる車いすマークの駐車場を

設けることを義務づけています。この基準を受けて、

石川県ではバリアフリー条例の第37条で特別特定建

築物の規模を1,000平米以上に設定し、身体の不自

由な方々が施設をより利用しやすくなるように努力

されております。とりわけ自動車は体の不自由な方

の有効な移動手段であることもあり、国際シンボル

マークの車いすマークが掲示されている駐車場は比

較的出入り口に近いところに設置されているのは御

承知のとおりであります。この駐車スペースは、障

害者マークのついた自動車や高齢者を乗せた自動車

あるいは身体に不都合がある方などが利用するスペ

ースであって、健常者が利用するスペースではない

と理解をしております。しかしながら、現実には駐

車場が混んでいて、この場所があいていたからのみ

ならず、雨が降っていて濡れるのが嫌だからなどの

理由で一部の健常者がこのスペースに自動車をとめ

ていかれるのが見受けられます。一方で、そこにス

ペースがなければ施設の利用がままならない方や施

設を利用できない方がいらっしゃる現状を考えます

と、車いすマークのついた駐車場に対する市民意識

の向上や理解が必要でありますし、加えて施設を管

理している方への協力をお願いしなければならない

と思います。	

	 現在はまだまだ御健康で、30代のごとく気力、体

力が充実しており、車いすマークの駐車場には全く

無縁である山出市長ではありますが、市民意識の向

上に向けた今後の対策と取り組みをお伺いいたしま

す。加えて、現在は特別特定建築物の新築、改築、

増築、用途変更時のみ車いすマークの駐車場を設け

ることが義務づけられていますが、既存の施設で整

備されていない建物についても今後指導していくこ

とができないかあわせてお伺いし、質問を終わりま

す。	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 （拍手）	

○副議長（東出文代君）山出市長。	

〔市長山出	 保君登壇〕	

○市長（山出	 保君）６番粟森議員にお答えをしま



	

す。	

	 まず、夕張市の事例をお挙げになりまして、財政

運営のあり方について所見をお尋ねになりました。

この場合は、一時借入金による不正な会計操作によ

りまして財政赤字が表面化することをおくらせたと

いうことでありました。容認できないことというふ

うに思っておりますし、このことが結果として地方

全体に対する信頼を損なう、そういう結果にもなり

ましたことを大変残念に思っています。	

	 ただ、私は、この事例から他山の石としなければ

いけないこととして思うことがあるのであります。

炭鉱のまちでございましたが、ひどく廃れてまいり

まして、結果として夕張メロンをつくり出すとか、

あるいはレジャーランドにするとか、やむにやまれ

ずそういうことをしたわけでございまして、その当

時あるいは一時期評価をされたということもあった

わけなんでありまして、そういたしますと、私はや

はり都市経営とかまちづくりとかというものは単な

る思いつきではだめだなと、理念を持ち、戦略を持

ち、周到な準備、そして、絶対に間違わない、そう

いう手法というものをきちっと打ち立てていく、そ

ういうことの大切さを本当に教訓として学ぶ次第な

のであります。	

	 このことはこのことといたしまして、今この景気

対策によります公債費でありますとか、少子高齢化

の進展に伴います扶助費の増加、こういうことが続

きまして、地方財政を押しなべて厳しい状況にある

わけであります。こういう実態からいたしますと、

やはり国は地方に税源移譲を思い切ってしなければ

いけません。一方的に地方が国よりも楽なんだとい

う認識のもとに地方歳出を削ったり、地方交付税の

削減を主張するというようなことは軽々にあっては

いけないというふうに思っておりまして、地方の今

の経済の実情も決して一般的に景気は回復したとい

う状況ではなくして、地域によって大きい格差のあ

ることも事実でございますので、そういう実態を踏

まえて、弱い地方の立場に立った財政運営というも

のを国に強く求めていきたいと、こんなふうに思っ

ておる次第でございます。	

	 金沢市のこの財政基盤の強化にも御心配でござい

ましたが、この中期財政計画なるものをつくりまし

て、これでは市債の繰上償還を行うことと、新しい

起債はできるだけ抑制をするということで財政の健

全化を図るべき取り組んだ計画であります。結果は

次第にあらわれてまいっておりまして、平成16年度

から市債の残高は着実に実質的に減少に転じてきて

おります。特に本市の場合は、長年にわたりまして

交付税措置のある起債に限って発行してまいりまし

たために、市債残高に占める実質の市民の税負担と

いうものはそれほど大きくはないというふうに思っ

ています。ですから、実質公債費比率とか起債制限

比率は安全とされる範囲内にあると、こう申し上げ

ておきたいと思います。もちろん油断することなく、

これからも計画の実践に取り組みまして市債残高を

小さくする、それから公債費を抑えていく、こうい

うことを通じまして財政基盤の強化を図ってまいり

たいと、こう思っておる次第でございます。	

	 次に、人口拡大に向けた取り組みについてお尋ね

になりました。第２次基本計画の計画人口達成への

意気込みを聞くということでありました。少子化対

策とか定住促進施策を積極的に展開してきておりま

すが、これからもこの施策を進めていささかなりと

も成果が出てきておるのではなかろうかと思います

し、これからも引き続き成果が出てくるようにしな

ければいけないと思っております。新幹線等の都市

基盤の整備はもちろん、歴史伝統を磨き、高める魅

力のあるまちづくりでありますとか、先端産業やも

のづくり産業の誘致、クリエイティブな産業の育成

と、そして、これらによる雇用の創出、福祉環境、

教育文化等生活の質を高める施策等を総合的、一体

的、重層的に推進することによりまして、計画人口

の達成を目指していきたい、このように思っておる

次第でございます。	

	 観光戦略についてお尋ねになりました。基本理念

を聞きたいということでございます。私が言う観光

戦略のキーワードは、他都市との差別化、こう言わ

せてほしいと思っております。そして、その差別化

の手段は歴史文化を大切にすること、こう言いたい

わけであります。加えまして、この新しい魅力の創

出に努めていって、これらを総じて国内外から多く

の人がこのまちに来てくださる、そのようなことが

観光戦略の真ん中にあるポイントだと、こう言いた

いわけであります。仰せの中に歴史文化の定番の魅

力だけではだめだよ、新しい感動が必要であって、

そのときは音楽とか演劇とかスポーツ等も大事なん

だと、これが交流人口拡大につながっていくという

御趣旨でございました。私も実は同感であります。

これまでの21世紀美術館は、美術の面で世界に通ず

るようになってきました。オーケストラアンサンブ

ル金沢は音楽の面で世界に通ずる状況に至っている



と、こう思っております。そういたしますと、これ

から国内において仰せの新しい感動が必要というこ

とになりますと、まずはライフ＆ファッション金沢

ウイークをぜひ成功させるということ、そのほかに

仰せのとおり、音楽を大切に、演劇を大切に、スポ

ーツもまた大切にしなければいけないと、こう思う

次第でございます。引き続き努力をしていきたい、

このように思っています。	

	 観光戦略プラン等のことは、所管の局長からお答

えをいたします。	

	 生活圏人口のことにお触れでございまして、広域

の取り組みの内容等についてお尋ねになりました。

金沢ナンバーのことにもお触れでございましたが、

河北潟周辺の２市２町とは住民の暮らしに身近なこ

の浸水の防止とか水質浄化に向けた基本構想を策定

する等いたしまして、お互いに協力、連携をしなが

ら取り組みを進めているところでございます。これ

からの圏域交流は広域交通網の整備が進んでまいり

ますので、住民の生活圏域も広がってまいります。

そうすると、南砺とか高岡市も含めて圏域を超えた

交流範囲の拡大ということを目指していかなければ

いけないと、こう思っております。このファッショ

ンウイークを初めといたしまして、オペラであれ、

集客性の高いイベントを開く等いたしまして、また、

圏域それぞれに自然とか歴史とか文化の資源を持っ

ていますので、こういうものをお互いに提示し合っ

て、そして、お互いに発信をし合って、多くの方々

が相互にひいきをし合うと、そういう状況をつくっ

ていくということが大事ではなかろうかと、こう思

っておる次第でございます。	

	 そんな中で、政令都市移行への思いを問うという

ことでありました。新幹線の開業というふうなこと、

あるいは広域交通体系の整備というようなことを踏

まえますと、この金沢を中心とする圏域が北陸の中

枢都市圏として発展をしていくということが大切で

ございますし、努力によってはそういうことが可能

になってくるだろうというふうに思っています。そ

ういたしますと、今後とも近隣の自治体といい関係

を築いて、そして連携協力をしながら金沢の拠点性

と国際性を高めていって、そして、圏域全体の持続

的な発展、振興につながる取り組みをまずは進めて

いく必要があると、こう思っておる次第でございま

す。その中で政令指定都市への移行条件は成熟して

いくだろうなというふうに期待をしておるわけであ

ります。	

	 ただ、政令指定都市への移行はあくまでも合併が

条件でございます。ただ合併が条件だということに

なりますと、合併は仰せのとおり、行政だけの領域

ではございません。その多くは場合によっては、大

方は政治にかかわることでもございますので、皆さ

ん方の一層の御支援と御協力をお願いしたいと、こ

う思う次第でございます。	

	 次に、この障害者用駐車場について、車いすマー

クのことをお話になりました。車いすマークの駐車

場につきましては、使用のマナーを守らない駐車が

一部に見られることを残念に思っています。本市と

いたしまして、このマークに関する周知は広報とか

ホームページ等で行っております。表示区域での適

正な駐車についてもあらゆる機会をとらえ、理解を

求めていきたいと、こう思っておりますし、多くの

人々が利用する建物につきましては、法律に基づい

て建物等の点検について報告が義務づけられており

ます。これからは点検の報告を市が受けたときに建

物の所有者でありますとか管理者等に対しまして、

障害者用駐車場の設置が図られるように指導に努め

てまいりたいと、こう思っておる次第でございます。	

○副議長（東出文代君）角総務局長。	

〔総務局長角	 健治君登壇〕	

○総務局長（角	 健治君）本市の財政において、実

質公債費比率について中期財政計画などで積極的に

反映させていくべきと考えるがとの御質問でござい

ました。地方自治体の債務の状況をより総合的な視

点で把握する実質公債費比率には今後十分注意を払

っていかなければなりません。しかしながら、本市

の場合、起債制限比率が14％未満に保たれれば、実

質公債費比率もおのずと18％未満となることから、

中期財政計画では当面実質公債費比率にあわせ、起

債制限比率を指標としていきたいと考えております。	

	 以上でございます。	

○副議長（東出文代君）加納産業局長。	

〔産業局長加納明彦君登壇〕	

○産業局長（加納明彦君）観光戦略プランに関しま

して、観光戦略推進会議の設置目的など、またプラ

ンの具体策で今年度中に実施するものは何かという

御質問にお答えいたします。観光戦略推進会議は、

市や金沢市観光協会はもとより観光関連団体や事業

者、また市民団体等の参画によって発足いたしまし

た。プランでは97に及ぶ戦略を掲げておりますが、

その実施の優先順位、またそれぞれの実施主体につ

いて協議いたしますとともに、プラン全体の進行管



	

理、または取り組み結果を評価する役割を担ってい

ます。その実行部隊といたしまして、既に３つのア

クションチームを業界と一緒になって立ち上げたと

ころでございます。それでまず、今年度はお茶屋の

中で伝統芸能を体験できる金沢本物の芸に触れる旅、

また新幹線の開業を視野に入れまして、東京、銀座

での金沢祭りの開催、また、韓国、台湾からの観光

客誘致セールス等に取り組んでいるところでござい

ます。	

	 以上です。	

○副議長（東出文代君）坂戸都市整備局長。	

〔都市整備局長坂戸正浩君登壇〕	

○都市整備局長（坂戸正浩君）耐震補強工事をあわ

せて施工する住宅リフォームに対して助成制度を設

ける考えはないかとのお尋ねであります。住宅の改

修、いわゆるリフォームにつきましては、耐震性、

耐久性、快適性を継続して維持、向上させることが

できますことから、定住の促進につながるものと認

識しております。既にまちなか住宅リフレッシュ支

援制度や既存建築物耐震改修補助制度を設けまして

助成措置を講じているところであります。御指摘の

ように、住宅リフォームは耐震改修工事の促進と既

存住宅の再活用の観点などからしまして、定住の促

進に寄与するものと考えているところであります。

この支援策につきましては、市民のニーズなどを見

きわめ研究してまいりたいと考えております。	

	 以上でございます。	

	


